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研究成果の概要（和文）：大規模住民コホートROADスタディの10年間の追跡調査から、要介護のリスクをあげる
運動器疾患であるロコモティブシンドローム（ロコモ）の主原因となる変形性関節症（OA）、骨粗鬆症（OP）、
脳卒中のリスクをあげるメタボリックシンドローム（メタボ）と認知症の前段階である軽度認知障害（MCI）そ
れぞれについて疫学指標（有病率、発生率）を解明し、OA、OPとメタボ、MCIそれぞれの存在が、他の疾患の発
生に及ぼす影響の有無とその強さを明らかにした。この結果から、膝OAの予防が、メタボの予防につながり、メ
タボの予防が膝OAの予防にもつながること、MCIの予防がロコモやメタボの予防につながることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Using the longitudinal follow-up surveys of population-based cohort study 
entitled ROAD (Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability), associations between 
locomotive organ disorders, metabolic syndrome components, and mental status were analysed. The 
presence of hypertension, impaired glucose tolerance, and mild cognitive impairment (MCI) increased 
the risk of knee osteoarthritis (KOA) occurrence based on logistic regression analysis after 
adjusting for confounding factors. The presence of KOA and MCI increased the risk of being 
overweight, while presence of KOA and excess weight significantly increased the risk of 
hypertension. These results show that among locomotive organ disorders, KOA has a strong mutual 
association with both metabolic syndrome components and MCI. Thus, risk factors for the occurrence 
of disability requiring support are associated with each other.

研究分野：疫学、予防医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大規模住民コホートROADスタディの追跡調査結果から、ロコモの中でも特に変形性膝関節症は、メタボの構成要
素である高血圧や過体重の発生に関与していることがわかった。逆に、メタボの構成要因である高血圧や耐糖能
異常の存在は、変形性膝関節症の発生リスクをあげていることが明らかになった。認知症の前段階と言われる軽
度認知障害はロコモのなかの変形性膝関節症、メタボの要因のうち過体重の発生に影響していることがわかっ
た。このような介護原因疾患同士の相互関係の解明は、効果的で効率的な介護予防に資するエビデンスとなり、
高齢者のQOLの維持増進に貢献し得た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
要介護になった理由について、平成 22 年厚生労働省国民生活基礎調査の概況をみると、1 位脳血管
障害、2位認知症、3位高齢による衰弱となるが、4 位に関節疾患、5位に転倒・骨折と運動器疾患が続
いている。日本整形外科学会は、運動器の障害のために要介護となる危険の高い状態をロコモティブ
シンドローム(ロコモ)と定義し、疾病横断的に要介護の予防対策に乗り出した(J Orthop Sci 13, 1, 2008)
が、ロコモ構成要素それぞれの頻度やその関連因子についてはまだ不明な点が多い。まして、動脈硬
化のリスクをあげ脳卒中の原因となるメタボリックシンドローム（メタボ）や、認知症とロコモとの相互影響
についての検討はほとんどなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、大規模住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)
スタディにおいて、10年目の追跡調査を行い、ベースライン調査で行った全項目と、3年目、7年目の追
跡調査中に行った調査のすべての項目を再度実施し、過去の調査結果のレコードリンケージを行うこと
により、一般住民におけるロコモをはじめとする要介護原因疾患それぞれの疫学指標を解明し、ロコモ、
メタボ、MCI の相互作用、因果関係を解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
平成 17-19 年に設立された大規模住民コホート研究 ROAD スタディにおいて 3 ヶ所の地域コホート(都
市部、山村部、漁村部コホート)では、ベースライン調査参加の住民 3,040 人に 10 年目の追跡調査とし
て、問診票調査、栄養調査、整形外科専門医の診察、身体測定、握力測定、開眼片足立ち検査、いす
立ち上がり検査、普通歩行時間測定、膝立位前後像、脊椎前後像、骨盤正面像の X 線撮影、骨密度
測定、認知機能検査を実施した。その結果と過去の調査結果とのレコードリンケージを行い、要介護、
死亡率を推定するとともに、ロコモ原因疾患としての OP、OA の発生率と危険因子、メタボ構成要素（肥
満、耐糖能異常、脂質異常、高血圧）と MCI の疫学指標を解明し、要介護原因疾患であるロコモとメタ
ボと MCI の相互の因果関係を明らかにした。 
 
４．研究成果 
ROADスタディにおいて、10年の追跡調査を完了した。ベースライン調査参加者3,040人のうち、4回の
調査全てを完了したのは1,531人(50.4％)だが、4回の調査のうち、少なくとも 2回調査に参加し縦断結
果を解析可能な参加者は 85％にのぼった。さらに対象者の 96％においてベースライン後の予後(生死、
要介護の有無)を把握し得た。 
 要介護のリスクをあげる運動器疾患であるロコモとメタボと認知症の関連について検討し、過体重、耐
糖能異常、脂質異常、高血圧のメタボ構成
要素と膝OA、腰OA、腰椎OP、大腿骨頸部
OP、MCI それぞれの存在が、他の疾患の発
生に及ぼす影響の有無とその強さを明らか
にした(図１)。この結果から、メタボの構成要
因である高血圧や耐糖能異常は膝 OA の発
生に関与し、ロコモの原因疾患の中でも膝
OA はメタボの構成要因である高血圧、過体
重の発生に関与していることがわかった。さ
らに MCI は膝 OA、過体重の発生に関与し
ていた。これにより、膝 OA の予防が、メタボ
の予防につながり、メタボの予防が膝 OA の
予防にもつながること、さらに MCI の予防が
ロコモやメタボの予防につながることが示唆
された。 
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